
「
在
京
盛
岡
広
域
産
業
人
会
総
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
」
の
ご
案
内 

 

拝
啓 

向
暑
の
候 

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
岩
手
県
内
の
経
済
は
、
ゆ
る
や
か
な
回
復
を
続
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
海
外

経
済
の
不
確
実
性
の
高
ま
り
や
金
融
資
本
市
場
の
変
動
の
影
響
な
ど
、
未
だ
先
行
き
不
透
明
で
あ
り
、
人

口
の
減
少
な
ど
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
首
都
圏
で
盛
岡
広
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
わ
れ
わ
れ
が
集
い
、

現
在
の
経
済
、
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の
盛
岡
広
域
地
域
の
可
能
性
や
あ
り
方
を

探
る
べ
く
、
在
京
盛
岡
広
域
産
業
人
会
の
平
成
三
十
年
度
セ
ミ
ナ
ー
及
び
交
流
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
ま
し
て
、
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
是
非
、
ご
出
席
賜

り
ま
す
よ
う
、
略
式
な
が
ら
書
中
に
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬
具 

平
成
三
十
年
六
月
吉
日 

 

在
京
盛
岡
広
域
産
業
人
会
会
長 

赤
澤 

由
英
（
名
古
屋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
㈱
社
長
）  

記 

 

日 

時 

平
成
三
十
年
七
月
十
九
日
（
木
）
午
後
三
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で 

会 

場 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス 

（
東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
一
‐
一
‐
一 

℡
〇
三
‐
三
二
六
四
‐
一
一
一
一
） 

 

【
総 

会
】
午
後
三
時
か
ら
午
後
三
時
二
十
五
分
ま
で 

・
議
事
（
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
・
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
ほ
か
） 

【
セ
ミ
ナ
ー
】
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
五
十
分
ま
で 

・
基
調
講
演 

国
立
大
学
法
人
電
気
通
信
大
学 

特
任
教
授 

千
野
俊
猛 

氏 

・
ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

ゲ
ス
ト 

赤
武
酒
造
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

 

古
舘
秀
峰 

氏 

 
 

 
 

 

廣
田
酒
造
店 

杜
氏 

 
 

 
 

 
 

 

小
野
裕
美 

氏 

【
交
流
会
】
午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で 

※ 

交
流
会
に
ご
参
加
の
方
は
会
費
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
六
千
円
）
。 

お
問
い
合
わ
せ
先 

 

盛
岡
市
商
工
観
光
部
も
の
づ
く
り
推
進
課 

高
橋
・
柳
原 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〒
〇
二
〇
‐
八
五
三
〇 

岩
手
県
盛
岡
市
内
丸
一
二
‐
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

℡
〇
一
九
‐
六
二
六
‐
七
五
五
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

盛

岡

市

東

京

事

務

所 

及
川
・
猿
舘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〒
一
〇
〇
‐
〇
〇
一
四 

東
京
都
千
代
田
区
日
比
谷
公
園
一
市
政
会
館 

五
階 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

℡
〇
三
‐
三
五
九
五
‐
七
一
〇
一 


